
















はじめに 

新生児期における頭蓋内出血は,Shaffer によれば,ベットサイドのパズルであるとされ

,CT-scan などが発達するまえは,診断の最も困難な新生児期の疾患であったことには異論

はないものと思われる。 

頭蓋内出血は,実際のところ死亡例によって剖検のさいにはじめて診断される場合もあり,

そのような症例は,難攻不落の感じさえある。 

本稿においては,第一に低出生体重児における頭蓋内出血,第二の問題として新生児の仮死

と頭蓋内出血について焦点をしぼり,とくに血液凝固学および線溶～キニン系の面からの

問題点を述べてみたい。 


